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(４) 碗をできるだけ多く詰めた場合（fig5）

　碗 153 点、小碗 19 点、片口鉢３点、大甕１点

→43kg＋2.7kg＋6kg＋20.5kg＝72.2kg

(５) 平瓦を詰めた場合（fig6）

　平瓦 89 枚、大甕１点 →249.2kg＋20.5kg＝269.7kg

fig5-1. 縦断面 fig5-2. 横断面１ fig5-3. 横断面２ fig5-4. 横断面 3

fig6-1. 縦断面 fig6-2. 横断面１ fig6-3. 横断面２

横断面１

横断面２

横断面３

横断面１

横断面２

※横断面１の内容物は省いている。

（６）小結

　碗・小碗・片口鉢を詰めた場合、コンテナ（常滑大甕）

を含め、70 ～ 75kg でまとまる。甕の大きさを考慮して

も、大人２名程度で問題なく移動することができる。

　瓦については、仮に平瓦を満載した場合、重量が約 270 

kg に達してしまう。人力での運搬が困難なのはもちろん、

商品としての甕そのものが割れてしまう可能性が高い。

　以上の点から、碗・小碗・片口鉢はコンテナ利用による

運送、瓦は縄等である程度束ねたものを船に直接搬入か。

４．流通の主体となった船
（１）刳舟（丸木舟）が主体となる可能性は低い

　朝妻を発した船の主要な目的地の１つが平安京・鳥羽離

宮であり、その過程で大津を経由する（fig１）。14 世紀に

「石山寺縁起」に描かれた大津やその周辺の船は、全て単材

刳舟であり、当時の琵琶湖で主体的な船であったことが分

かる（fig7）。しかし単材刳舟は多くの場合、①船幅が常滑

大甕より小さく、②舷側が小さいため、重心の高い常滑大甕

が転覆する危険性が高い。この問題は、複材刳舟であれば

解決することができるが、船幅を確保するためには大木の

利用が必須となり、生産性が非常に悪くなる。

５．準構造船における積載モデル

　２名が横並びで座れる規模とするため、胴を幅 40 ㎝弱

の部材（オモキ）と、底板材（チョウ）で構成し、舷側板

を取り付けた（fig10）。この積載量は、「遊行縁起」では

14 名以上が乗船しており（fig8）、１名 50kg の時、700

kg の過重に耐えることが分かる。fig10 の模式図では仮に

コンテナ７基＝約 500kg であり、問題なく運行できる。

瓦は「石山寺縁起」から、３×１間の門に用いる枚数を

丸瓦 410 枚前後、平瓦 525 枚前後と推定した。この近似

値となるよう瓦を船に載せていくと fig11 の例ができ、丸

瓦 420 枚、平瓦 546 枚の積載と仮定した重量は、672kg

＋1,528.8kg＝2,200.8kg となる。かなりの荷重だが、

三隻に分割すれば、問題なく運送することができる。

６．準構造船を利用した際の積載量
　以上の検討から、仮にコンテナ７基で運送した際の積載

量は、下記の通り推定できる。これは生産地・消費地共に

大量出土する山茶碗の様相とも整合的ではないだろうか。

（２）主体は準構造船か

　「遊行縁起」には船首・胴部・船尾が別材で造られた船が

描かれている（fig8）。これが上記の３部材で造られたもの

であれば複材刳舟だが、人物２名が横並びに座ることがで

きており、大型化のため構造が進歩した準構造船（オモキ

造り）の可能性も指摘される（大津市歴史博物館 1993）。

　よって以下では、準構造船におけるモデルを検討する。

fig10. 準構造船における積載模式図１

船と常滑大甕の断面形

上から

側面から

チョウ
オモキ

舷側板

0 1m0 1m

■主な参考文献

・大津市歴史博物館 1993『琵琶湖の船 －丸木舟から蒸気船へ－』　・小松茂美編 1988「石山寺縁起」『日本の絵巻 16』中央公論社    ・愛知県史編さん委員会 2012『愛知県史　別編　窯業３　中世・近世　常滑系』

・長島尚道編 2012『真光寺蔵「遊行縁起」絵で見る－遊行上人伝－』真光寺 ・中川永・大西遼 2021「「朝妻沖湖底遺跡」の調査成果と基礎的検討」『人間文化 50』滋賀県立大学人間文化学部
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立大学人間文化学部　・大西遼・本山伸彦 2024「考古資料に対する 3D 技術の活用を探る－より正確に、より分かりやすく」『令和 6 年度考古学フェア あいちの考古学 2024 発表資料集』愛知県埋蔵文化財センター

< バランス良く詰めた場合 >　

　…碗 574 点、小碗 315 点、片口鉢 70 点、常滑大甕７点

< 鉢主体で詰めた場合 >　

　…碗 231 点、小碗 147 点、片口鉢 147 点、常滑大甕７点

< 碗主体で詰めた場合 >　

　…碗 1,071 点、小碗 133 点、片口鉢 21 点、常滑大甕 7 点

船と瓦の断面形

上：平瓦

下：丸瓦

上から

側面から

fig11. 準構造船における積載模式図 2
※積載物が見えるよう、船体を透過した

丸瓦平瓦

0 1m0 1m
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清洲城の石垣【清須市 清洲城下町遺跡出土】　戦国時代 　井戸【豊田市 郷上遺跡出土】　近世

　石鏃【一宮市 伝法寺野田遺跡出土】　弥生時代 　ガラス製勾玉【東海市 烏帽子遺跡出土】　古墳時代

Aichi Prefectural Center for Archeological Operations

土の中に埋もれた土器や石器など、大昔の人たちが使った遺
物を埋蔵文化財と呼んでいます。遺跡から出土するこれらの
埋蔵文化財は、それぞれの地域や日本の歴史を明らかにして
いくうえで、欠くことのできない資料となっています。

愛知県埋蔵文化財センタ－は、愛知県下の埋蔵文化財の
調査研究、保護、記録および活用に関する業務を行って
います。国や県の開発事業に伴い、埋蔵文化財が消失す
る前に発掘調査を実施し、公共の財産である埋蔵文化財
の記録保存と、その成果を活用し、現地説明会や歴史講
座などを開催し、埋蔵文化財の普及啓発活動を行ってい
ます。また、博物館等の教育施設と共催して展示会等を
行ない、地域社会へ貢献しています。

当センターの活動を通じ、埋蔵文化財からわかる土地
の履歴を明らかにしていくこと、地域の歴史を解明す
ること、考古学をはじめ歴史学や地理学、環境学など
様々な分野に情報を提供することで、質の高い教育の
提供に貢献しています。

　縄文土器出土状況【設楽町 西地東地遺跡】　縄文時代 　縄文土器【設楽町 西地東地遺跡】　縄文時代

愛知県下で発掘調査や文化財の活用を行っています

愛知県埋蔵文化財センター　〒498-0017　愛知県弥富市前ケ須町野方 802-24
Tel. 0567-67-4163   Fax. 0567-67-3054

公益財団法人愛知県教育・スポーツ振興財団

埋蔵文化財ってご存知ですか？

他分野への情報提供など、より詳しい歴史の解明へ貢献しています

http://www.maibun.com
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